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研究助成の概要.V

① 中山間地域における電気軽トラック利用の可能性
② 学校法人 東京農業大学 地域環境科学部 生産環境工学科
③ 教授 田島 淳
④ https://www.nodai.ac.jp/academics/reg/eng/lab/1107/

１. 研究分野及び題目
（Ⅰ－５）自動運転に関するテーマ
（Ⅱ－５）デジタル道路地図の利活用に関する研究

２. キーワード
勾配、重力利用走行、回生、充電スポット設置

３. 研究内容
(1) 研究の目的

任意の走行ルートにおける電気乗用車の消費電力量の推定を加速抵抗・空気抵抗・勾配抵抗・転
がり抵抗・勾配抵抗を考慮した GIS（地理情報システム）を用いたシミュレーション手法を確立し、
積載状況や天候（特に風向き）などに応じて最適な運行ルートを算出するシステムの構築を目標と
している。特に、中山間地域は、農林業において重要な生産の場であり、標高の高い場所に質量を
生み出す特徴があることから、電気軽トラックを導入した場合に得られるメリットは多い。電気軽
トラックを利用した運搬システムの可能性を追求する。

(2) 研究のゴール
山間部の傾斜地の走行において電気自動車の回生機能を最大限に利用するためには、道路の起伏

や風向きなどを加味した走行ルートや走行速度の決定が重要になる。こうした技術は、自動運転が
普及すると、到着時間に余裕がある場合は、電気の消費量が大きな評価基準となることから、必要
不可欠のものとなるものと予想される。さらには、将来はこうした評価基準に基づいた、農地・山
林・集落・各種作業施設、畜舎、放牧場等の整備計画の策定は、必須のプロセスになるものと考え
られ、DRM は重要なツールになるものと考えている。


